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萄縄を含む
建輔のレベルと鞋荷総量

21与万4000トン(3.5%)

※これまでの出荷総量。新エネ
ルギーe産業技術総合開発機
橋による
(写真は東京労働安全衛生セ
ンター提供)
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轟度麗死藷

鰯毎の舗藍∴脂
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闇
の

詔
堪

一
方
、
レ
ベ
ル
3
の
作
業
は

頼
嗣
対
象
に
し
て
お
ら
ず
、
環

境
省
作
成
の
作
業
マ
ニ
ュ
ア
ル

が
存
荏
す
る
だ
げ
だ
っ
た
。
石

「
レ
ベ
ル
3
の
工
事
は
か
な
り
多

く
、
窺
制
対
象
が
憲
増
す
る
。
い
か

に
実
効
鰹
を
持
た
せ
る
か
が
課
壁
。

有
識
者
会
議
の
委
員
を
務
め
る
N
P

O
法
人
「
塞
泉
労
働
安
全
衛
生
セ
ン

垂
に
対
応
す
る
方
針
で
、
環
境
省
も

こ
の
シ
ス
テ
ム
を
利
屈
す
る
計
画
を

立
て
る
。
た
だ
、
工
聾
で
問
題
が
発

覚
し
た
場
合
、
対
応
す
る
の
は
欝
道

府
県
な
ど
自
治
体
。
多
く
で
職
員
の

タ
ー
」
の

そ
う

な
さ
や
尊
閂
知
識
不
定
が
指
摘
さ

っ
た
態
験
の
乏
し
い
一
腰
の
建
設
業

署
や
解
依
業
者
が
聾
っ
場
合
が
多
い

と
み
ら
れ
る
。
石
綿
に
対
す
る
憲
識

は
よ
り
償
い
と
考
え
ら
れ
、
環
境
雀

は
業
者
へ
の
説
閉
会
を
開
く
な
ど
し

て
微
塵
を
図
る
考
え
。
し
か
し
、
鰭

業
者
の
業
界
団
体

のの

韓
聴
厄

機
構
に
よ
る
と
、
こ
れ
ま
で
出

構
さ
れ
た
石
縞
使
用
建
材
の
う
ち
レ

ベ
ル
1
、
2
は
約
2
工
5
万
少
、
レ

ベ
ル
3
は
約
5
9
0
0
万
少
と
締
違

い
。
2
0
1
7
年
度
の
レ
ベ
ル
1
、

2
の
工
事
実
施
数
は
約
1
万
6
0
0

0
件
だ
っ
た
が
、
環
境
省
は
レ
ベ
ル

3
の
土
嚢
数
は
そ
の
5
~
2
0
倍
に
上

る
と
見
込
む
。

環
境
省
で
の
議
論
と
並
行
し
て
、

厚
生
労
働
省
も
労
轍
安
全
衛
生
法
の

省
令
改
正
に
よ
る
規
制
強
化
を
検
討

し
て
い
る
。
厚
労
省
は
電
子
シ
ス
テ

ム
を
新
設
し
て
増
舶
す
る
工
事
の
管

レ
ベ
ル
1
、
2
の

扱
っ
た
麗
験
を
持
つ
業
者
が
施
工
す

る
ケ
ー
ス
が
多
い
。
そ
れ
で
も
違
法

工
事
は
後
を
絶
た
ず
、
昨
年
工
2
月
に

は
長
野
媒
飯
田
市
の
私
立
保
育
園

で
、
保
育
中
に
レ
ベ
ル
1
の
吹
き
付

け
石
綿
を
抜
う
違
法
工
事
が
無
届
け

で
行
わ
れ
、
石
綿
が
飛
散
し
た
疑
い

が
あ
る
。
県
の
蘭
歪
で
は
、
園
と
工

事
業
者
に
石
綿
に
関
す
る
法
知
識
は

ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。

レ
ベ
ル
3
の
工
事
は
、
石
綿
を
扱

体
連
合
会
」
に
よ
る

策
の
必
要
性
を
理
解

著
が
多
い
可
能
性
が
あ
り
、

報
し
て
い
く
か
ば
太

語る。一
方
、
レ
ベ
ル
1

改
修
工
事
実
施
に

課
さ
れ
る
届
け
出
義
務

3
で
は
課
さ
な
い
方
向

て
い
る
。

石
綿
は
太
さ
が
髪
の
毛
の
5
0

0
0
分
の
1
種
度
の
極
め
て
細
い

繊
維
状
の
鉱
物
。
耐
火
性
や
断
熱

性
に
覆
れ
、
安
価
で
手
に
入
る
た

め
、
1
9
5
0
年
代
か
ら
普
及
し
、

か
つ
て
は
「
奇
跡
の
鉱
物
」
と
呼
ば

れ
た
。
工
場
や
ビ
ル
、
一
般
住
宅
の

吹
き
付
け
材
や
保
温
材
、
断
熱
材

と
し
て
幅
広
く
使
わ
れ
た
。
一
方

で
大
量
に
吸
い
込
む
と
、
平
均
4
0

年
の
潜
伏
期
闇
を
藤
て
治
癒
が
困

難
な
申
皮
膣
や
繭
が
ん
を
発
濃
す

る
恐
れ
が
あ
る
。
自
覚
症
状
が
な

い
ま
ま
発
症
す
る
こ
と
か
ら
「
静

か
な
時
限
爆
弾
」
と
言
わ
れ
る
。

世
界
保
健
機
関
(
W
H
O
)
や

国
際
労
働
機
関
(
工
し
O
)
が
7
2

年
に
石
綿
の
発
が
ん
陸
を
指
摘

し
、
欧
州
各
国
な
ど
は
約
年
代
以

降
、
石
綿
の
使
席
を
全
面
的
に
禁

止
し
た
。
日
本
は
9
5
年
、
特
に
毒

樫
の
強
い
一
部
の
石
綿
の
輸
入
や

使
屈
を
禁
じ
た
も
の
の
、
原
則
全

面
禁
止
と
し
た
の
は
2
0
0
6

年
。
き
っ
か
け
は
前
年
、
兵
廣
果

尼
崎
帝
の
旧
ク
ボ
タ
柿
崎
工
場
の

周
辺
住
民
に
申
皮
踵
の
発
窪
が
相

次
い
で
い
る
こ
と
が
発
覚
し
た

「
ク
ボ
タ
シ
ョ
ッ
ク
」
だ
っ
た
。

国
土
交
通
省
の
推
計
に
よ
る

と
、
石
綿
を
使
っ
だ
民
間
建
築
物

は
全
国
で
約
2
8
0
万
額
。
榊
~

g
O
年
代
を
中
心
に
大
量
に
便
屈
さ

れ
こ
し
れ
ら
の
建
物
は
老
樗
化
し

て
お
り
、
解
体
の
ピ
ー
ク
は
2
8
牢

ご
ろ
と
さ
れ
る
。

厚
生
労
働
省
の
人
口
動
態
統
計

に
よ
る
と
、
申
皮
踵
に
よ
る
死
者

は
1
7
年
は
1
5
5
5
人
で
、
申
皮

膣
の
統
計
が
始
ま
っ
た
9
5
年
の
3

倍
以
上
に
増
え
て
お
り
、
2
0
年
代

後
学
に
発
窪
の
ピ
ー
ク
が
来
る
と

指
摘
さ
れ
て
い
る
。
石
綿
由
来
の

締
が
ん
死
者
の
統
計
は
な
い
も
の

の
、
少
な
く
と
も

以
上
と
の
擢
計
が

厚
労
省
に
よ
る
と
、
石

ま
で
の
掲
年
間
で
計
約

0
0
人
。
国
は
0
6
牢
、
工

住
民
な
ど
労
災
認
定
を
受
け
蔓
れ

な
い
患
者
や
遵
験
ら
を
対
象
陳
石

綿
健
康
被
蓄
救
済
制
度
を
劇
殺
し

た
。
こ
れ
ま
で
に
的
1
葱
簿
0

0
人
が
認
定
さ
れ
だ
が
、
騒
轡
額

は
月
絢
的
万
円
で
重
病

分
で
な
い
と
の
芦
も
瑳


